
（1） TOKYO REHABILI NEWS 2024(R6).8   No.188

東京リハビリニュース
発行 / 社会福祉法人 東京リハビリ協会
東京都立川市富士見町 7-33-3
TEL / 042-521-1234  FAX / 042-521-1203
E-mail / ma01@trg.jp  ホームページ / http://www.trg.jp/

2024

8
No.188

ホームページは
こちらから
ご確認ください

・・・1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・2

・・・・・・3

・・・・・・・3

・・・・・・・・4～5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・6

『生活介護報酬減』の影響と利用実態等精査により改善に繋げる

シリーズ36 苦言 甘言

赤い羽根共同募金会様から感謝状をいただきました

車両無事故・無違反・0クレームキャンペーン実施中

令和5年度事業報告・決算報告承認される

事業所だより

　

世
界
で
は
フ
ラ
ン
ス
に
て
、"
パ
リ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
2
0
2
4
"
が
開
催
さ
れ
、

日
々
流
れ
て
く
る
日
本
人
選
手
の
メ
ダ

ル
獲
得
や
力
戦
奮
闘
に
、
声
を
上
げ
て
喜

ば
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
8
月
28
日
か
ら

開
催
さ
れ
る
パ
リ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

は
、
単
な
る
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
終
わ

ら
な
い
大
会
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
。

　

さ
て
、
令
和
6
年
度
は
、
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
等
報
酬
改
定
が
行
わ
れ
た
。
弊

会
で
経
営
す
る
3
つ
の
就
労
継
続
支
援

B
型
事
業
所
は
、
大
幅
な
報
酬
増
と
な
っ

た
。
こ
れ
ま
で
弊
会
で
働
く
利
用
者
の

方
々
の
自
立
の
た
め
に
、
就
労
支
援
事
業

収
入
が
下
が
っ
て
も
決
し
て
工
賃
は
下

げ
る
こ
と
な
く
、
一
円
で
も
高
い
工
賃
を

支
給
し
、
毎
年
工
賃
向
上
を
し
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で
あ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
同
じ
く
弊
会
で
経
営
す
る
2

つ
の
生
活
介
護
事
業
は
、
大
幅
な
報
酬

減
と
な
っ
た
。
理
由
は
、
こ
れ
ま
で
サ
ー

ビ
ス
提
供
時
間
に
関
わ
ら
ず
、
報
酬
の
基

本
単
価
は
一
律
で
あ
っ
た
。
改
定
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
時
間
の
長
短
で

基
本
単
価
が
大
き
く
変
更
に
な
っ
た
。

　

確
か
に
一
日
2
~
3
時
間
の
利
用
と

6
~
7
時
間
の
利
用
で
は
、
長
時
間
に
よ

り
支
援
度
は
高
く
な
る
。
最
も
高
い
単
価

は
一
日
8
時
間
以
上
9
時
間
未
満
で
あ

り
、
5
時
間
以
上
6
時
間
未
満
に
な
る
と

6
時
間
以
上
7
時
間
未
満
の
単
価
か
ら

極
端
に
28
%
も
下
が
り
、
更
に
短
時
間

に
な
れ
ば
大
き
く
単
価
が
下
が
っ
て
い

く
体
系
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
生
活
介
護
事
業
を
利
用
す

る
方
々
は
、
短
時
間
利
用
と
な
る
や
む
を

得
な
い
事
情
が
あ
る
方
が
多
い
。
し
か
し

な
が
ら
親
元
か
ら
離
れ
、
多
く
の
方
が
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
し
自
立
し
て
い

る
実
態
が
あ
る
。
弊
会
は
そ
の
こ
と
を
踏

ま
え
、
生
活
介
護
事
業
を
利
用
す
る
方
々

に
、
令
和
4
年
度
の
実
績
で
約
2
万
6
千

円
の
平
均
工
賃
を
支
給
し
て
い
る
。

　

将
来
的
に
は
法
定
雇
用
率
は
上
が
り
、

就
職
す
る
障
害
者
は
増
え
、
施
設
を
利

用
す
る
方
は
今
よ
り
重
度
化
し
て
い
く

こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
今
回
の
報
酬
減
額

は
、
現
在
、
日
中
活
動
の
場
と
し
て
重
度

の
方
々
を
受
け
入
れ
て
い
る
多
く
の
生

活
介
護
事
業
所
に
と
っ
て
、
大
き
な
痛
手

と
な
っ
た
。

　

報
酬
改
定
は
施
行
さ
れ
た
の
で
、
後
ろ

向
き
に
考
え
て
も
仕
方
が
な
い
。
次
の
3

年
後
の
見
直
し
迄
、
減
額
の
影
響
や
問
題

点
の
洗
い
出
し
、
ま
た
生
活
介
護
を
利
用

す
る
方
々
の
実
態
を
改
め
て
精
査
し
、
次

な
る
改
善
に
繋
げ
た
い
。

（
理
事
長
緑
川
清
美
）

令和6年度障害福祉サービス等報酬改定施行令和6年度障害福祉サービス等報酬改定施行
『生活介護報酬減』の影響と利用実態等精査により改善に繋げる『生活介護報酬減』の影響と利用実態等精査により改善に繋げる
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に
、
知
的
福
祉
協
会
の
生
産
活
動
・
就

労
支
援
部
会
の
活
動
に
長
年
尽
し
て
い

る
、
茨
城
県
で
B
型
等
を
経
営
し
て
い

る
、（
福
）
白
銀
会
理
事
長
の
長
谷
川
淺

美
氏
か
ら
、
茨
城
で
本
日
課
題
に
出
し
た

講
演
を
中
心
に
、
多
く
の
役
職
員
の
研
修

会
を
開
催
し
た
い
旨
の
お
誘
い
を
戴
き
、

後
日
、
打
ち
合
わ
せ
を
し
、
4
月
20
日
に

講
演
す
る
こ
と
を
了
解
し
た
。

　

し
か
し
、
自
身
の
日
頃
の
不
摂
生
の
為

4
月
上
旬
に
発
病
し
、
急
遽
、
入
院
す
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
後
、
長
谷
川
氏
で
検

討
下
さ
り
7
月
18
日
に
、
日
時
を
設
定
下

さ
り
、
ほ
ぼ
2
月
の
内
容
で
講
演
を
実
施

し
た
。

  　

講
演
終
了
後
、
情
報
交
換
会
が
、
イ
タ

リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。 

　

自
分
も
セ
ル
プ
協
の
会
長
・
副
会
長
時

代
、
数
多
く
の
施
設
を
訪
れ
た
が
、
そ
の

中
で
、
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
の
法
人
を
訪
ね

　

2
月
21
日
に
、
セ
ル
プ
協
主
催
で
セ

ン
タ
ー
長
研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
な
ぜ
今
問
わ
れ
る
B
型
事

業
」
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
、
上
智
大
学

教
授
や
厚
労
省
障
害
福
祉
課
の
課
長
補

佐
等
と
意
見
を
述
べ
た
。 

　

私
は
、
主
に
B
型
の
問
題
に
つ
い
て

と
、
2
0
0
6
年
に
制
度
廃
止
に
な
っ

た
B
型
の
前
身
、
授
産
施
設
の
歴
史
を

含
め
、
多
く
の
利
用
者
の
低
工
賃
や
低

自
立
支
援
生
活
移
行
に
つ
い
て
課
題
提

起
を
行
っ
た
。 

　

そ
の
結
果
、
夜
に
行
わ
れ
た
情
報
交

換
会
の
席
上
で
多
数
の
方
か
ら
、
同
感

の
意
見
を
戴
い
た
。 

　

当
日
、
当
会
か
ら
も
役
員
、
職
員
等

3
名
が
出
席
し
て
い
た
の
で
報
告
書
が
、

職
員
に
配
布
さ
れ
た
と
思
う
の
で
、
内

容
を
読
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。 

　

又
、
そ
の
場
に
出
席
し
て
い
た
一
人

た
事
も
あ
る
が
、
今
回
の
よ
う
に

本
格
的
な
レ
ス
ト
ラ
ン
は
初
め
て
。

　

こ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
は
（
福
）
白

銀
会
が
経
営
し
て
い
る
事
業
所
で

あ
る
。 

名
前
は
、
イ
タ
リ
ア
ン

レ
ス
ト
ラ
ン 

「
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
」 

（
ト
ラ
ッ
ト
リ
ア
は
イ
タ
リ
ア
語

で
大
衆
向
け
の
雰
囲
気
を
持
つ

家
）。
そ
し
て
、
レ
ス
ト
ラ
ン
の

名
前
は 

「
ア
グ
レ
ス
テ
」。
イ
タ

リ
ア
語
で
「
田
舎
・
田
舎
風
景
」

と
言
う
意
味
。 

　

実
際
に
中
に
入
る
と
、
3
0
0

㎡
位
あ
り
、
な
ん
と
言
っ
て
も
、

天
井
が
高
く
8
m
以
上
も
あ
る
。

何
回
も
何
回
も
上
を
見
た
が
飽
き

な
い
。 

　

又
、
店
内
か
ら
緑
一
色
の
広
い

庭
に
目
を
移
す
と
、
避
暑
地
に
い

る
よ
う
な
錯
覚
を
起
こ
す
。 

　

店
内
に
目
を
移
す
と
、
殆
ど
の

サ
ー
バ
ー
は
利
用
者
さ
ん
だ
っ
た
。

中
に
は
、
今
年
夏
の
賞
与
で
20
万

円
を
超
え
る
人
も
。 

　

全
国
の
B
型
利
用
者
も
こ
の

よ
う
な
工
賃
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
、

役
職
員
は
頑
張
っ
て
ほ
し
い
。

　

是
非
ご
利
用
下
さ
い
。 

36

文　
　

責 

:
業
務
執
行
理
事 

斎
藤　

公
生

 

資
料
作
成 

:
理
事
・
魚
貝
部 

部
長 

住
井　

信
裕

茨
城
県（
福
）白
銀
会
主
催
研
修
会

茨
城
県（
福
）白
銀
会
主
催
研
修
会  

に
訪
ね
て
、逆
に
勉
強
し
た
こ
と

に
訪
ね
て
、逆
に
勉
強
し
た
こ
と  

茨
城
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン

茨
城
の
イ
タ
リ
ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン  

‖
多
く
の
利
用
者
が
働
い
て
い
る
‖

‖
多
く
の
利
用
者
が
働
い
て
い
る
‖

お世話になったレストランのご紹介
トラットリア・アグレステ 
住　　所 : 茨城県石岡市鹿の子 4-1-3 
　　　　　（都心から車で約 1 時間半
　　　　　常磐道千代田石岡 IC から 13 分）
電話番号 : 0299-56-6198 

社会福祉法人 白銀会の経営するイタリ
アンレストラン。地産地消を特徴とす
る、木材のぬくもりのある素敵なレス
トランで、広いお庭やドッグランの併
設もあり、ワンちゃんと一緒にも楽し
むことが出来ます。 
自慢の石窯で焼くピザが
とてもおいしかったです。

お店のHPはこちらから
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車
両
無
事
故
・
無
違
反
・

車
両
無
事
故
・
無
違
反
・
00
ク
レ
ー
ム

ク
レ
ー
ム

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
中

　

現
在
、
法
人
で
所
有
す
る
車
両
は
、

送
迎
車
両
5
台
・
営
業
車
両
8
台
・
観

賞
魚
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
車
両
6
台
・
配
送

車
両
7
台
・
そ
の
他
6
台
等
、
合
計
32

台
で
あ
る
。

　

直
近
5
年
間
で
車
両
事
故
が
34
件
と

多
発
し
て
お
り
、
事
故
件
数
も
増
加
傾

向
に
あ
る
た
め
令
和
6
年
7
月
よ
り
運

転
業
務
を
行
う
職
員
に
対
し
、﹃
無
事
故

無
違
反
0
ク
レ
ー
ム
﹄
を
目
的
と
し
た

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
い
る
。

①
カ
レ
ン
ダ
ー
ラ
リ
ー
ポ
ス
タ
ー
掲
示

   弊会が赤い羽根共同募金運動に
協力していることに対して、令和
6 年 3 月 7 日、社会福祉法人東京
都共同募金会様より感謝状をいた
だきました。
ご利用者、ご家族、役職員、取引
関係者の皆様からお預かりした募
金を寄附させていただきました。
　皆様のあたたかいご支援に、改
めて御礼申し上げます。  

（法人本部 渡嘉敷杏）

赤い羽根共同募金様赤い羽根共同募金様
より感謝状をより感謝状を
いただきましたいただきました

　

ポ
ス
タ
ー
を
掲
示
し
、
毎
週
金

曜
日
に
全
体
終
礼
で
周
知
・
確

認
を
行
う
。

②
講
習
会
等
の
実
施

　

安
全
動
画
（
D
V
D
ド
キ
ュ
メ

ン
ト
事
故
現
場
）
の
視
聴
、
講

師
を
招
い
て
安
全
講
習
会
を
実

施
す
る
。
ま
た
、
検
査
用
紙
で

回
答
す
る
安
全
運
転
診
断
を
行

い
、
危
険
運
転
の
可
能
性
が
あ

る
職
員
に
個
別
に
対
応
を
行
う
。

③
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
の
活
用

　

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
か
ら
危
険
運

転
を
抽
出
。
毎
日
の
運
転
状
況
、
急

ブ
レ
ー
キ
・
急
発
進
等
の
急
操
作
を

確
認
し
、
原
因
を
突
き
止
め
る
。

④
車
両
管
理

　

車
両
管
理
の
軽
視
が
事
故
件
数
の
多

さ
に
繋
が
る
た
め
、
車
両
の
清
掃
と

車
内
の
整
理
整
頓
の
状
況
確
認
を
行

う
。

　

以
上
の
項
目
を
実
施
し
、
安
全
運
転

の
意
識
を
高
め
て
も
ら
い
、
車
両
事
故

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
い
く
。

（
立
川
事
業
所
生
産
部

統
括
リ
ネ
ン
部
長
関
根
吉
明
）
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1
0
0
万
に
戻
そ
う
と
話
し
合
っ
た
。

そ
の
結
果
、
現
在
Ｔ
R
A
の
B
型
3

事
業
所
（
定
員
1
2
5
名
の
平
均
年

収
）
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

令
和
6
年
度
目
標

　
年
収
　
9
6
0
、0
0
0
円

   

（
月
収
8
0
、0
0
0
円
）

令
和
6
年
度
予
算

　
年
収
　
1
、0
0
6
、8
0
0
円

（
月
収
8
3
、9
0
0
円
）

〇
利
用
者
比
率
・
法
人
化
（
1
9
7
6

年
）
⇩
身
体
障
害
者
1
0
0
％
・
現

在
（
7
月
1
日
現
在
）
⇩
知
的
障
害

者
関
連
83
・
2
％

　

利
用
者
の
多
様
化
、
重
度
化
は
著

し
く
、
開
設
当
初
は
身
体
障
害
者
が

1
0
0
％
で
あ
っ
た
が
、
現
在
の
利
用

者
は
知
的
障
害
者
関
連
（
知
的
1
2
2

名
、
自
閉
症
34
名
、
ダ
ウ
ン
症
7
名
）

が
大
半
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
為
、
指
導
内
容
に
始
ま
り
、
作

業
科
目
の
変
更
に
基
づ
き
、
生
産
機
器

配
置
等
に
苦
慮
し
て
い
る
。

　

ご
承
知
の
通
り
1
9
6
4
年
（
昭

和
39
年
）
T
R
A
の
前
身
、
無
認
可
施

設
「
三
恵
中
央
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
時

か
ら
︻
親
亡
き
後
の
安
定
し
た
自
立
生

活
の
営
み
︼
が
利
用
者
処
遇
方
針
で
あ

る
。1

9
9
7
年
（
平
成
9
年
）
当
時

の
厚
生
省
が
掲
げ
た
、
職
住
分
離
施
策

に
基
づ
き
、
身
体
障
害
者
入
所
授
産
施

設
を
我
が
国
で
初
め
て
廃
止
し
「
親
亡

き
後
の
安
定
し
た
自
立
生
活
を
営
む
」

当
時
40
人
の
利
用
者
の
平
均
工
賃
は
年

収
約
1
0
0
万
円
で
あ
っ
た
。
工
賃
は
、

自
立
生
活
を
支
え
る
貴
重
な
財
源
で
あ

る
。5

年
前
の
創
業
55
周
年
祝
賀
会
の
時
、

5
年
後
の
60
周
年
に
は
、
工
賃
年
収
を

6
月
の
理
事
会
に
お
い
て
ホ
テ
ル
リ

ネ
ン
事
業
の
縮
小
な
ど
を
提
案
し
た
。

　

開
始
か
ら
7
年
が
経
過
し
、
役
職

者
の
技
術
習
得
問
題
を
始
め
生
産
機
器

の
進
歩
に
よ
り
、
生
産
ス
ピ
ー
ド
の
進

化
等
が
挙
げ
ら
れ
、
利
用
者
と
の
意
志

疎
通
時
間
問
題
に
よ
る
生
産
作
業
に
配

置
の
職
員
や
利
用
者
対
策
、
不
向
き
な

工
程
の
増
加
等
に
対
応
す
る
為
で
あ
る
。

　

近
々
、
ホ
テ
ル
タ
オ
ル
類
の
手
た
た

み
作
業
へ
変
更
し
て
い
く
。
更
に
は
、

開
設
以
来
60
年
と
言
う
時
間
の
経
過
と

共
に
、
社
会
の
仕
組
み
が
変
化
し
、
長

年
、
利
用
者
と
共
に
歩
ん
で
き
た
作
業

科
目
も
変
化
が
求
め
ら
れ
て
き
て
い
る
。

例
え
ば

・
弊
会
開
設
と
同
時
開
始
の
病
院
対
象

の
「
寝
具
リ
ネ
ン
サ
プ
ラ
イ
業
」
に

つ
い
て
は
、
市
場
は
1
0
0
％
開
拓

済
み
で
ゼ
ロ
状
態
で
あ
る
。

・
こ
れ
ら
リ
ネ
ン
廃
材
を
利
用
し
、
7

月
か
ら
「
ウ
エ
ス
作
業
」
の
拡
大
を

図
る
6
名
の
営
業
職
員
で
チ
ー
ム

編
成
し
ス
タ
ー
ト
し
た
。

・
ア
ワ
ビ
の
養
殖
及
び
海
外
か
ら
の
輸

令
和
5
年
度（
2
0
2
3
年
）事
業
報
告

入
商
品
の
安
全
、
安
心
を
考
慮
し
た

「
あ
わ
び
の
泥
は
き
シ
ス
テ
ム
」
を

開
発
し
好
評
を
得
て
い
る
。
又
、
東

京
都
水
産
部
署
と
の
共
同
事
業
に
よ

る
「
く
ろ
あ
わ
び
」
養
殖
。

　

弊
会
で
最
も
財
政
に
貢
献
し
て
い
る

の
は
、
累
計
43
億
円
を
売
上
げ
て
い
る

「
観
賞
魚
リ
ー
ス
事
業
」
今
年
も
水
槽

の
新
規
開
発
に
成
功
。
顧
客
開
拓
に
対

応
し
て
い
る
。

●
一
番
の
問
題
は
、
上
層
部
の
問
題

　

生
活
介
護
利
用
者
を
加
え
て
、
約

2
0
0
名
の
利
用
者
中
1
0
4
名
が

自
立
生
活
を
営
ん
で
い
る
。

T
R
A
は
、
自
立
生
活
者
を
支
援
し
、

可
能
な
限
り
生
活
保
護
受
給
者
に
し
な

い
事
で
あ
る
。

※
2
0
2
4
年
6
月
6
日
開
催

　

理
事
会
5
年
度
事
業
報
告（
案
）総
括
。

文
責
:   

　
　
　
　
　
　
　
斎
藤
公
生

経
営
推
進
室
担
当
　

業
務
執
行
理
事

社
会
の
困
難
に
負
け
な
い
経
営
で

社
会
の
困
難
に
負
け
な
い
経
営
で

工
賃
と
自
立
生
活
移
行
者
を
ア
ッ
プ

工
賃
と
自
立
生
活
移
行
者
を
ア
ッ
プ

3030
年
前
に
、
年
収

年
前
に
、
年
収
1
0
0

1
0
0
万
円
万
円

の
工
賃
支
給

の
工
賃
支
給

==

当
時
に
や
っ
と
戻
し
た
工
賃

当
時
に
や
っ
と
戻
し
た
工
賃
1
0
0

1
0
0
万
円
万
円

==

Ｔ
Ｒ
Ａ
の
目
的
は
、
一
定
以
上
の

Ｔ
Ｒ
Ａ
の
目
的
は
、
一
定
以
上
の

工
賃
支
給
で
、
親
亡
き
後
の
自
立

工
賃
支
給
で
、
親
亡
き
後
の
自
立

生
活
を
、
維
持
で
き
る
環
境
を
事

生
活
を
、
維
持
で
き
る
環
境
を
事

業
計
画
で
支
援
す
る
事
で
あ
る
。

業
計
画
で
支
援
す
る
事
で
あ
る
。
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令
和
5
年
度
は
3
年
に
1
度
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者

評
価
の
受
審
の
年
と
な
っ
て
お
り
、
評
価
機
関
の
株
式
会

社
に
ほ
ん
の
福
祉
ネ
ッ
ト
に
評
価
を
依
頼
し
た
。

　

調
査
は
立
川
・
日
の
出
両
事
業
所
と
も
に
、
職
員
自
己

評
価
並
び
に
利
用
者
調
査
に
つ
い
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
提
出

と
事
業
所
訪
問
調
査
等
に
よ
り
実
施
し
た
。　

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
の
全
体
的
な
感
想
と
し
て
、
8

割
以
上
の
方
が
支
援
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
満
足
し
て
い

る
と
い
う
回
答
だ
っ
た
。

　

ま
た
、
評
価
機
関
の
訪
問
調
査
に
よ
り
支
援
の
取
り
く

み
に
つ
い
て
、「
複
数
の
作
業
種
目
を
用
意
し
、
利
用
者

そ
れ
ぞ
れ
が
力
を
発
揮
で
き
る
場
を
提
供
し
て
い
る
」「
作

業
の
み
な
ら
ず
、
行
事
を
通
し
て
、
利
用
者
同
士
の
か
か

わ
り
を
支
援
し
て
い
る
」
等
、
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　

今
回
の
調
査
結
果
を
活
か
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
及
び

課
題
の
改
善
に
努
め
、
利
用
者
の
方
々
に
と
っ
て
良
質
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。　
　

　

な
お
、
今
回
の
調
査
結
果
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
事

業
所
内
に
設
置
す
る
と
と
も
に
、
弊
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.trg.jp

）
内
の
「
情
報
公
開
」
の
ペ
ー
ジ
、

と
う
き
ょ
う
福
祉
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
等
に
て
掲
載
予
定
。

（
立
川
事
業
所
利
用
者
支
援
部

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
課
長
泉
恵
子
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス

福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
の

第
三
者
評
価
の

受
審
に
つ
い
て

受
審
に
つ
い
て

令和5年度令和5年度
（2023年）（2023年）

令和 5 年度（2023 年）決算報告
財　産　目　録

令和6年3月 31日現在  ( 単位：円 )

【資産の部】

【負債の部】

科　目

科　目

基本財産

流動資産

有形固定資産

その他固定資産

資産合計

流動負債

固定負債

負債合計

正味資産

1,352,825,627

1,504,240,838

521,465,898

79,059,850

3,457,592,213

309,660,862

22,777,138

332,438,000

3,125,154,213

金　額

金　額

事業活動計算書
(自：令和5年4月1日 至：令和6年3月31日)(単位：円)

科　目

サービス活動収益計

サービス活動費用計

就労支援事業活動収支差額

サービス活動外収益計

サービス活動外費用計

福祉事業活動収支差額

経常増減差額

特別収益計

特別費用計

特別収支差額

当期活動増減差額

前期末繰越活動収支差額

当期末繰越活動収支差額

その他の積立金取崩額

その他の積立金積立額

次期繰越活動収支差額

1,824,069,568

1,853,834,257

△29,764,689

14,547

88,212

△73,665

△29,838,354

2,250,000

2,250,003

△3

△29,838,357

2,116,008,068

2,086,169,711

0

0

2,086,169,711

金　額

資金収支計算書
(自：令和5年4月1日 至：令和6年3月31日)(単位：円)

科　目

事業活動収入計

事業活動支出計

事業活動資金収支差額

設備整備等資金収支差額

その他の活動収入計

その他の活動支出計

その他の活動資金収支差額

当期資金収支差額

前期末支払資金残高

当期末支払資金残高

1,824,084,115

1,718,850,826

105,233,289

△4,988,944

0

0

0

100,244,345

1,109,127,213

1,209,371,558

金　額

貸　借　対　照　表
令和6年3月 31日現在  ( 単位：円 )

科　目

流動資産

固定資産

　うち基本財産

　うちその他の固定資産

資産の部合計

流動負債

固定負債

負債の部合計

基本金

国庫補助金等特別積立金

その他の積立金

　うち工賃変動積立金

　うち設備等整備積立金

次期繰越活動収支差額

純資産の部合計

負債及び純資産の部合計

1,504,240,838

1,953,351,375

1,352,825,627

600,525,748

3,457,592,213

309,660,862

22,777,138

332,438,000

335,287,080

659,697,422

44,000,000

17,000,000

27,000,000

2,086,169,711

3,125,154,213

3,457,592,213

金　額
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安孫子　力 さん
阿部　美涼 さん
太田　洋子 さん
加藤　建樹 さん
菅野　敬一 さん
瀬﨑　大河 さん
田中　　哲 さん
内藤　政和 さん
福殿　　旭 さん
藤田真理子 さん
松本　　健 さん

雨宮ますみ さん
石山　雅子 さん
石塚　智也 さん
内田つかさ さん
榎本　淳一 さん
鹿原　　俊 さん
木村　法子 さん
榊田　弘子 さん
清水　久史 さん
関根　好枝 さん
橋本　陽介 さん
浜道　英二 さん
宮野隼之介 さん

浅見あけみ さん
遠藤　真一 さん
奥野　　浩 さん
加藤　重成 さん
小浦　優樹 さん
平　　和史 さん
竹平　恵一 さん
立田　哲也 さん
田所　恒雄 さん
田波多惇郎 さん
千葉　雅彦 さん
中川　優祐 さん
野本　竜也 さん
平湯　菜摘 さん
平野　幸延 さん
藤田　　実 さん
水嶋　　亮 さん
望月　　巌 さん
山本　洋昭 さん
吉澤　和博 さん

荻野　里菜 さん
甲斐　美里 さん
小林　雄太 さん
小古間勇人 さん
斉藤　直美 さん
佐藤　洋子 さん
高橋　善明 さん
中澤　玲生 さん
土方真知子 さん
平岡　　香 さん
藤原　和久 さん
望月　麻美 さん
森屋　　孝 さん
吉原　尚美 さん
吉田　和弘 さん

8月 9月

　

ご
意
見
や
特
集
希
望
等
、
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。（
高
橋
章
）

◆
編
集
後
記
◆

事業所事業所
だよりだより

ボ
ッ
チ
ャ
大
会

　

令
和
6
年
5
月
に
立

川
・
日
の
出
両
事
業
所
に

お
い
て
、
毎
年
恒
例
と

な
っ
て
い
る
大
人
気
イ

ベ
ン
ト
﹃
ボ
ッ
チ
ャ
大

会
﹄
が
行
わ
れ
た
。

　

開
催
日
に
近
づ
く
に

つ
れ
て
「
今
回
は
優
勝

で
き
る
か
な
？
」「
ボ
ッ

チ
ャ
大
会
参
加
す
る
か

ら
ね
！
」
と
気
合
の
感
じ

ら
れ
る
様
子
だ
っ
た
。

　

投
げ
る
の
が
難
し
い

人
も
職
員
の
手
作
り
ラ

ン
プ
（
勾
配
具
）
や
職

員
に
投
げ
る
方
向
を
教

え
て
も
ら
う
な
ど
各
事

業
所
で
工
夫
し
全
員
が

楽
し
く
参
戦
す
る
こ
と

が
出
来
る
イ
ベ
ン
ト
と

な
っ
て
い
る
。

　

当
日
の
試
合
は
ほ
ん

の
数
セ
ン
チ
を
争
う
結

果
と
な
り
、
距
離
を
測
っ

て
勝
敗
が
決
ま
る
接
戦

や
、
圧
倒
的
な
差
が
あ
っ

て
も
最
後
の
一
投
で
形

勢
逆
転
す

る
こ
と
も

あ
り
、
皆

さ
ん
最
後

ま
で
あ
き

ら
め
ず
に

取
り
組
ま

れ
て
い
る

利用者
登貫志さん

利用者
中澤玲生さん

シーツの三つ折
り作業を頑張り
ます。働いて工
賃をたくさんも
らって自分の好
きな事に使いた
いです。

タオルたたみな
ど色々なお仕事
を覚えて、一生
懸命頑張ります。

職員
阿部美涼さん

職員
宮野隼之介さん

今後の目標は、
利用者の方一人
ひとりを考え、
支援をするとと
もに、学びを深
める日々にする
ことです。先輩
方のご指導もい
ただきつつ、よ
り良い支援がで
きるよう頑張り
ます。

初めて体験する
事が多くわから
ないことだらけ
ですが、早く仕
事を覚えられる
よう明るい挨拶
を心掛け、一生
懸命頑張ってい
きたいと思いま
すのでよろしく
お願いいたしま
す。

利用者
中川優祐さん

利用者
高瀬友妙さん

出庫場でタオル
ケットやシーツ
を運ぶ仕事を頑
張ります。休み
の 日 は イ ト ー
ヨーカドーで買
い物をします。

お仕事を頑張っ
て、自分なりに
成長していきた
いです。

　

令
和
6
年
4
月
1
日
（
月
）、
2
0
2
4
年

度
入
所
式
が
行
わ
れ
た
。
今
年
度
は
立
川
・
日

の
出
両
事
業
所
共
に
利
用
者
2
名
、
職
員
1
名

の
新
し
い
仲
間
を
迎
え
、
期
待
と
緊
張
の
面
持

ち
の
中
、
新
入
所
の
皆
さ
ん
に
大
き
な
拍
手
と

エ
ー
ル
が
送
ら
れ
た
。

（
日
の
出
事
業
所
利
用
者
支
援
部

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
係
長
清
水
遼
）

2024年度入所式

の
が
印
象
的
だ
っ

た
。

　

今
年
の
秋
に

は
N
E
W
ス

ポ
ー
ツ
大
会
、
冬

に
バ
ル
ー
ン
ス

ポ
ー
ツ
と
い
う

身
体
を
動
か
す

イ
ベ
ン
ト
が
あ

る
の
で
、
今
回

負
け
て
悔
し
い

思
い
を
し
た
方

も
別
の
形
で
リ

ベ
ン
ジ
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

（
日
の
出
事
業
所
利
用
者
支
援
部

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
係
長
大
沼
琴
美
）

赤ちゃん誕生
おめでとう
ございます
立川事業所 初宿汐里職
員に第 1 子の女の子 糸
郁（いとか）ちゃん誕生、
おめでとうございます。

みんな頑張りました☆お疲れ様です♪


